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今
年
’
一
月
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
案

を
つ
く
っ
た
国
会
議
員
に
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
育
て
る
責
任
が
あ
る
」

を
視
察
し
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
知
る
人
ぞ

知
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非

儲
利
・
非
政
府
組
織
）
先
進
国
」

で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
最
大
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
農
村
再

建
運
動
」
の
創
始
者
で
あ
る
フ

ー
ア
ン
・
フ
ラ
ビ
エ
ル
氏
は
保

健
大
臣
を
務
め
、
現
在
は
上
院

議
員
。
彼
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
政
府

と
の
盛
ん
な
人
事
交
流
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
組
織
運
営
、
現
場
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
運
営
、
そ
し
て
政
府

と
の
す
み
分
け
と
協
力
関
係
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
多
種
多
様
だ
っ
た
。
ヽ
若
年

元
売
春
婦
の
社
会
復
帰
軟
膏
、
状
態
が
記
録
さ
れ
、
母
親
学
級

エ
イ
ズ
Ｑ
予
防
教
育
、
貧
困
対
の
健
康
教
育
と
セ
ッ
ト
に
な
っ

策
の
小
規
模
融
資
事
業
、
’
地
域
で
い
る
。
ま
た
薬
生
協
は
地
域

茂菅波

住
民
に
流
通
経
費
と
利
益
を
除

い
た
価
格
で
薬
を
提
供
す
る
。

現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
薬
生
協
に
ば

二
百
万
人
が
参
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
視
察
か
ら
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
セ
ン

タ
ー
・
・
構
想
」
が
生
ま
れ
た
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
案
の
成
立
と
文
部
省
の

ポ
ー
フ
ン
テ
ィ
ア
ガ
リ
キ
ュ
ラ
ム

先進フィリピンに学ぶ

保
健
推
進
教
育
な
ど
・
・
化
に
備
え
、
主
と
し
て
教
職
員

そ
あ
る
。
　
　
　
　
と
学
生
を
受
け
入
れ
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
フ
ィ
　
構
想
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ピ
ン
の
ク
ラ
ッ
ク
体
験
を
青
年
海
外
協
力
隊
、
Ｊ

州
の
国
際
協
力
事
業
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
現
地
の
活
動
現
場
で

団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
行
う
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
現
地
の
Ｎ

母
子
保
健
プ
ロ
ジ
ェ
　
Ｐ
Ｏ
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
組
織
運
営

ク
ト
に
、
二
人
の
若
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
備
に
関
す

手
医
師
を
派
遣
し
て
る
講
座
を
組
む
。
発
足
は
こ
と

い
る
。
そ
の
活
動
は
し
八
月
、
最
初
の
場
所
は
も
ち

母
子
手
帳
、
‘
教
育
ビ
ろ
ん
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
あ
る
。

デ
オ
、
そ
し
て
現
地
’
ｉ
：
‐
‐
‐
・
ｉ
：
‐
‐

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
　
　
（
す
が
な
み
・
し
げ
る
）
Ａ

た
住
民
参
加
型
の
薬
生
協
が
特
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協

徴
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
）
代
表
。
医
療
法
人
ア
ス

　
、
母
子
手
帳
に
は
子
供
の
発
育
一
カ
会
理
事
糎
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